
高等学校『世界史』の『主題を設定し追究する』学習 (3) 
ー「現代の世界」の場合一

升にこ
不本 才

通史的な系統学習を補完するものとされてきた「世界史J主題学習は， 1999年の学習

指導要領の改訂により r世界史 BJでは学習計画の全体の中で導入部と終結部に位置

づけられ，それぞれの位置づけに応じた目標と内容が示された。本稿では，先稿の「世

界史BJの導入部「世界史の扉Jの単元に続き，終結部「現代の世界Jの単元の「主題

を設定し追究する J学習の教材を開発し，それを教授書の形で提示する。追究すべく取

り上げた主題は「アメリの『愛国心JJであり， r (歴史)認識をふかめる」という終結部

での主題学習のねらいを実現するため，小単元は「現在の認識J r過去の解明J r未来

の展望J という現代史学習の三つの学習段階により構成する。

l 問題関心の所在

筆者は，先に，学習指導要領における高等学校世

界史の主題学習について検討し，それを「高等学校

『世界史』の『主題を設定し追究する』の学習(1)・

(2)J 1)にまとめた。その(1)では，これまでの指導要

領における高等学校世界史の主題学習の変遷を整理

しながら， 1999年改訂の学習指導要領(以下， 99年

版と略記する)における「主題を設定し追究する」学

習の合意を解明し，その(2)では「世界史BJの導入

部「世界史の扉Jの単元における主題学習の教材開

発を行った。本稿では，そうした一連の研究を受け

て r世界史BJの終結部「現代の世界」の単元の

主題学習の教材開発を試み，あわせて現代史学習の

意義についても，すこしく考察を加えたい。

日 現代史学習の意義とそのあり方

99年版では r世界史BJの終結部「現代の世

界Jの単元の内容は， r内容Jの大項目(5)で示され

ている。大項目σ)は6つの中項目(ア~カ)で構成さ

れているが，中項目(ア~ウ)が r""を扱い""を理

解させるJとなっているのに対し，中項目(エ~カ)

は r""を追究しを考察する」あるいは r""を追

究し""を展望するJとなっており，中項目(エ~

カ)で「主題を設定し追究する」学習が想定されてい

ることがわかる。さらに r内容の取り扱いj で

は r例示された課題などを参考に適切な主題を設

定し，生徒の主体的な追究を通して認識を深めさせ

る」と説明されている。中項目(エ~カ)は，以下の

通りである。

エ国際対立と国際協調

オ科学技術の発達と現代文明

カ これからの世界と日本

「世界史BJの終結部の「現代の世界Jは，所謂

「現代史」の単元である。現代史とは，ふつう，第

一次世界大戦から私たちが生きている「今」までの

時代をさしているが，それを学習する意義はどこに

あるのだろうか，また，その授業はどのように構成

すればよいのであろうか。

筆者は，かつて，それらのことについて考察し，

現代史の三つの特性を指摘し，問題史的な現代史学

習の授業構成を提起した 2)。現代史の三つの特性と

は， ((同時性)) ((未完結性)) ((逆理性》である。

《同時性》とは，私たち自身が当事者として結びつ

いている行為が遂行されるのと「同時的」に，現代

史は形成されるということである。また， ((未完結

性》とは，現代史の出来事は経過的で，その歴史の

形成は現在進行形であり，それ故，その叙述は未完

結であるということをさしている。そして，未完結

であるということは未来の契機を含むということで

あるから，現代史は過去へ没入しながらも過去から

離脱するという逆説的な二面性を有していることに

なる。それが《逆理性》である。

また，現代史の《同時性》は r今，ここJに生

きる私たちは現代史の一部分をなし，歴史を作り出

しているということも意味している。しかし，私た

ちにはそうした自覚はない。私たちは，私たちを超

えた力に巻き込まれ，それとも知らずに生きている

というのが実際である。現代史を学習する意義の一

つは，私たちが生かされている「今，ここ」のポジ

ションが何であるのか，その歴史的文脈を確認する

ことにある。

さらに， ((未完結性》と《逆理性》の特性が指摘

される現代史は，歴史認識と同時に未来に対する選

択という判断から逃れることはできない。 r判断J

は「認識J以上に価値の領域に入り込むものである

が，現代史を学習するこつ目の意義はそこにこそあ
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る。すなわち，未来への変化の契機を意識して解読

し，未来を展望する地平を拓く，ということであ

る。このように，現代史を学習する意義は，私たち

が生かされている「今，ここ」のポジションが何で

あるのか，その歴史的文脈を確認するとともに，未

来を展望する地平を拓くことにあるといえよう。

以上のことから，現代史学習は r現在を認識J

するために r過去を解明」し r未来を展望Jす

るものである，と説明することができょう。したがっ

て，その学習は r現在の認識J r過去の解明J

「未来の展望Jの三つの学習段階によって構成され

る。 99年版で示された「世界史BJの終結部の主題

学習は r，....，を追究させを考察(展望)させ

るJ， r生徒の主体的な追究を通して認識を深めさ

せるJというふうに説明されているが，それらは，

このような現代史学習の三段階により授業を構成す

ることで実現されよう。本稿で提示する教材も，こ

れによって小単元を構成する。

川 追究する主題の設定

「世界史BJの終結部の主題学習で追究させる内

容，考察(展望)させる事柄として，次表のものがあ

げられている。

追究させる内容 考察(展望)させる事柄

エ O核兵器問題

0人権・民族問題，
国際協調の意義と課題

O第二次世界大戦後の主要な

国際紛争

オ
O情報化

O先端技術の発達
科学技術と現代文明

O環境問題

カ
O国際政治，世界経済，現代

これからの世界と日本
文明などにおいて人類の当

面する課題

本稿では，これらの中項目の中から，主として中

項目(カ)に注目して r国際政治において人類の当

面する課題Jを取り上げ 「これからの世界と日

本」を展望させるような具体的な主題を設定する。

追究すべく設定した主題は「愛国心Jであり，具体

的には，近年の地域紛争におけるアメリカの人道的

介入からアメリカ外交の原則を読み取り，アメリカ

の「愛国心」の由来とその構造を解明するととも

に r愛国心」について考察を深めようとするもの

である。そうした主題の設定は，以下の(1)・(2)のよ

うな筆者の社会科教育観と現代社会認識に基づいて

いる。

(1)いま，何が社会科教育に求められているか

現在，個人や国家が勝者と敗者に分断される《社

会や世界の分断化>>3)が進行しているといわれてい

る。((社会や世界の分断化》は，ただ単に両者の格

差が拡大し，不平等が増大しているということを意

味しているのではない。((分断化された社会や世

界》では，公共性へのアクセスは非対称で，敗者が

キャッチアップすることはほとんど不可能である。

敗者となることは社会から否定されたも等しく，

敗者は見棄てられ，存在するということ自体が忘れ

られる。((分断化された社会や世界》の問題点は，

そこにある。そのような《分断化された社会や世

界》においては，もはや，言説の力によって合意を

形成し，秩序を維持することは困難である。

こうした《社会や世界の分断化》の現実を考える

とき r社会科教育はそれをめざすのか，否かJと

いう社会科教育目標論の本質論的な論議はさてお

き，たちまち社会科教育に求められているのは，

「他者を想像する力を育て，その射程を広げる」こ

とのではないだろうか。

(2)いかに，公共性の空間を統合するか

《社会や世界の分断化》は公共性の空間の統合を

危うくするものであるが，昨今，世界のあちこちで

目につくようになった「愛国心Jを強調する動き

は， ((社会や世界の分断化》をさらに進めるものと

して危倶される。 r愛国心Jの強調は共同体として

の国家の統合を促す。しかし，それは自国内の均一

化と自国を他国から区別する特殊化を進めるもの

で，内部の異質な他者は排除され，外部の他者との

境界線は強化される。 r愛国心Jの強調によって統

合される共同体では，同化と排除の機制が機能し，

共同体は閉じたものとなる。

「愛国心Jの強調は，内外の他者へのまなざしを

失わせ，他者を想像することを妨げてしまうことに

なりはしないだろうか。私たちが他者に対してどの

ようにふるまうかは，私たちが他者をどのように想

像するかによって決まる。他者へのまなざしを失つ

ては，他者を想像することはできない。閉じた共同

体は「愛国心j によって統合されるが，誰もがアク

セスできる，開かれた公共性の空間の統合は r他
者を想像するJことによって可能となるのである。

N 教材構成の視点

愛国心を辞書的に説明すると r人が自分の帰属

する親密な共同体，地域，社会に対して抱く愛着や

忠誠の意識と行動j というふうになる。愛国心の対

象は生活世界の全体であり，愛国心のあらわれ方

も，懐かしさ，親近感，郷愁というような感情か
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ら，対象への熱狂的な献身まで，大きな幅がある。

しかし，ナショナリズムが形成されると，愛国心の

対象として国家が優先的に大きな比重を占めるよう

になり，国民国家への愛着と忠誠が「愛国心Jとさ

れるようになる。アーネスト・ゲルナーは，ナショ

ナリズムを「きわめて特殊な種類の愛国主義」と

し r近代世界でしか優勢とならない特定の条件の

下でのみ普及し支配的となるJと述べている 5)が，

本稿で取り上げる「愛国心」は，このような近代の

国民国家への感情としてのナショナリズムである。

本稿で提示する小単元「アメリカの『愛国心~ J 

は，具体的には，次のように構成されているの。

パート(1):国際社会におけるアメリカの役割とア

メリカ外交の基本原則

パート(2): r理念Jを掲げる「移民の国Jアメリカ

パート(3):アメリカの「愛国心」

パート(1)では rなぜ，アメリカは地域紛争に介入

するのか ?J という問いをメイン・クェスチョン

に，旧ユーゴスラビアに起こった紛争に対するアメ

リカの対応を事例として取り上げ，現代国際社会に

おける秩序維持の方法，国際社会におけるアメリカ

の役割，アメリカ外交の基本原則を解明する。そし

て，終結部では，パート(1)での学習の応用として，

解明された知識を使って現代世界の事象を説明させ

る場面も設定する。また，パート(2)では rなぜ，
アメリカは普遍的な価値を重視するのか ?J という

問いをメイン・クェスチョンに，その理由を r移
民の国Jアメリカの国民統合の仕方という視点か

ら，アメリカの歴史を辿りながら解明する。さら

に，パート(3)では rなぜ，アメリカ人は，普遍的

な価値を世界に実現しようとするアメリカという国

を支持するのか ?J という聞いを切り込み口に，ア

メリカの「愛国心Jの構造を解明し，人の心に「愛

国心j が生まれる理由を考察する。そして最後に

それらを手がかりとして，現代世界のいろいろな国

に見られる「愛国心Jの読み解きを試みる。

小単元の各パートは r現在の認識J→「過去の

解明J→「未来の展望」というふうになっており，

3時間の時間配当を考えている。しかし，パート

(1)・(3)では，それぞれの終結部の最後に，そのパー

トで学習した知識をもとに，何か適当な現代世界の

事象を取り上げて説明させる応用場面を設定するこ

とも考えられる。

(1)国関士会におけるアメリカの彼劃とアメリカ外交の基本原則

ソ連の崩壊によって世界の大きな対立は終わっ

た。しかし，世界各地で地域紛争が噴出している。

それらを観察すると，次のような現代の世界システ

ムを読み取ること ηができる。

① 人権思想の一層の普遍化(内政不干渉原則の

適用除外事例の拡大)

② 国際社会における公共性を実現する手段や制

度の多元性・重複性

③ アメリカの決定的な役割

つまり，近年の地域紛争のいくつかにおいては，

深刻な人権侵害に対する人道的介入が，内政不干渉

原則に優先して行われ，国連をはじめとする公共性

を実現する様々な枠組みによって，それは正当化さ

れ，アメリカを中心に実行されている，ということ

である。ソ連の崩壊後の世界秩序の実現は，アメリ

カに大きく依存しているわけであるが，国際社会に

おいて，アメリカはどんな原則にしたがって，その

役割を果たそうとしているのだろうか。

アメリカは世界の警察部隊ではなく，世界中のす

べての地域への関与を均等に想定しているわけでは

ない。アメリカの「倣慢と無関心Jに警告を発し，

アメリカの国力としての「ソフト・パワーJを説い

ているジョセフ・s.ナイは，アメリカが真撃に追求す

べき戦略として，次の三つをあげているへ

(1) 国の存続を守る戦略

(2) 世界的な公共財を提供する戦略

(3) 民主主義と人権の価値観の普及する戦略

つまり，国の存続を守ること，世界的な公共財を提

供すること，人権と民主主義の価値観を普及させる

こと，の三つをアメリカの「国益Jと考えているの

である。ジョセフ・ナイは，アメリカの「国益J

を，ただ自国の利益という狭い観点からではなく，

他国の人たちの利益をも視野に入れた世界の利益と

してとらえ，さらに遠い将来にわたる利益という観

点から，幅広くとらえていることがわかる。ジョセ

フ・ナイが指摘するこれらの三つの「国益j とそれ

らを実現する三つの外交戦略から，アメリカ外交の

基本原則として，次の三つを導出することができよ

つ。

|A叫義) B世界の利益 C人道町|
これらはどれが優先するというものではなく，三

つの方向性を示すもので，その時時の国際社会の現

実の問題を前に，理想主義と現実主義，単独主義と

多国間主義の問で融合され，アメリカの外交政策が

決定され実行に移されていくのである。旧ユーゴス

ラビアのボスニア紛争やコソボ紛争においても，そ

うした外交原則を確認することができる。パート(1)

では，旧ユーゴスラビアの紛争を事例として，アメ

リカ外交の基本原則を解明し，それらをイラク戦争
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の説明に応用することによって「現在の認識Jを深

めたい。

(2) r理念Jを掲げる「移民の国Jアメリカ

アメリカ外交の方向性を示す三つの原則の一角

に，世界の利益や人道的利益が確固として位置づけ

られるということは，アメリカという国のありよう

と深く関係している。国のありょうは，その国の成

立・形成と関係している。アメリカが民主主義と人

権を普遍的な価値として重視し，それを世界に実現

しようとする国であるということは，アメリカとい

う国の成立・形成と深くかかわっているのである。

アメリカは，多様な人種や民族からなる「移民の

国」であり r多様性の中の統一」ということが国

の本質的課題であった。国民を統合する原理は，エ

スニックな一体性に求めることはできないし，固有

の土地やそれと不可分な伝統や歴史に立脚すること

もできない。

ネイションのとらえ方には，フランスのルナンの

ように，ネイションを共通の過去を担い共同の生活

を継続しようという意思と合意によって結ぼれた政

治共同体と捉えるもの(((フランス・モデル)))と，

ドイツのフィヒテの場合に典型的に見られるよう

に，運命的に決定された出自・言語・文化の共通性

に立脚した原初的共同体と捉えるもの((<ドイツ・モ

デル)))の二流がある 9)。国民は， (<フランス・モデ

ル》では「意思・合意J， ((ドイツ・モデル》では

「言語や文化の共通性」によって統合されることに

なる。そして， ((フランス・モデル》では，共同体

の入り口での選別は緩やかであるが，内向きの統合

政策は厳しく，公共の場での一体性や文化の平準化

が強く求められるのに対し， ((ドイツ・モデル》で

は，入り口段階では，人種や言語などによる厳しい

選別が行われ，ややもすると排外主義的意識をもた

らすことは否定できないが，内向きの統合政策はか

えって緩やかである，という特徴をそれぞれ持って

いる。これらは， A.D.スミスのいう「市民的・領域的

ネイションJ rエスニック的・系譜的ネイション」に

あたる 10)。これらネイションの 2類型から考える

と，多元的な「移民の国」であるアメリカは《フラ

ンス・モデル》であり，アメリカは民主主義や人権

という普遍的な価値への「意思・合意」を国民統合

の原理とした。独立宣言と合衆国憲法により与えら

れた政治的権利，それに基づいた市民の責任の実

践，それらによって移民はアメリカ人になり，そう

した「意思と合意」によって政治共同体としてのア

メリカ合衆国は形成されたのである。

17世紀，この地に移民してきた人々にとって，ア

メリカは「辺境」ではあるが，それは今まさに未開

から文明へと向かう人類進歩の先端としての「辺

境Jであり，そして何よりそれは理想の社会 r.o:の
上の町Jを建設すべく神から与えられた「聖地Jで

あった。こうした「辺境J r聖地Jのイメージに，

明確な輪郭と実体的基盤とを与えたのが，独立戦争

で掲げた独立宣言に表明された民主主義や人権とい

う普遍的な価値と合衆国憲法に基づく新しい政治体

制である。このように「聖地Jは「理念」によって

意味づけされ，アメリカの創世神話ができあがるの

であるが，移民はどのようにアメリカ人になって

いっただろうか。 F.J.ターナーは rアメリカ史にお

けるフロンティアの意義Jについて，西部は人間と

制度のアメリカ化の場であって，フロンティアこそ

が，アメリカがヨーロッパ文化の伝統や影響から離

脱して真にアメリカ的な独自の制度，民主主義，国

民性を創造するうえに決定的な役割をはたした，と

している 11)。西へ西へと膨張を続けるアメリカに

は，フロンティアの向こうにフリーランドが絶えず

存在した。フリーランドは r丘の上の町」を建設

すべく神から与えられた「聖地」であり，そこにお

いて移民はアメリカ化されることになる。しかし，

1 9世紀末フロンティアが消滅すると， rアメリカ

人である」ことと「アメリカ人になるJことは大き

く変容することになる。ウッドロウ・ウィルソン

は rアメリカの理想Jという講演で，アメリカの

使命として，次のことをあげている 12)が，それは

「アメリカ人である」ことの変容をよく物語ってい

る。

① 自由と自治の伝導者たるべき使命感

② 自由と自治の価値意識に基づく，他国の「内

治」に対する判断と干渉

③ アメリカの理想がどれほど実現できている

か，というアメリカ政治の自己批判

かくして「聖地アメリカJの「偉大な理念Jは，世

界へ向けて積極的に伝導されることになる。またそ

の一方で，さまざまな社会運動によって「アメリカ

人になるJ ことが，移民制限と並行しながら，推し

進められることになる。このようにして，アメリカ

は，普遍的な価値を重視し，それを世界に実現しよ

うとする国になったのである。

(3 )アメリカの「愛国心J

T.ジェファーソンが使用して以来，アメリカの

「愛国心Jは r合衆国に対する愛着と政治的共

感Jという意味で rアメリカニズム」という言葉

で呼ばれている。 rアメリカニズムj は，民主主義

と人権という普遍的な価値を重視し，それを世界に

実現しようというアメリカという国を支持し，それ

を誇りに思うアメリカ国民の感情の現れ，というこ
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とができる。そうした集団的意識は r移民の国j

であるアメリカの歴史の中で，神から与えられた理

想の「聖地Jアメリカという意識が，独立宣言や合

衆国憲法に規定された民主主義や人権という普遍的

な価値によって意味づけされ形成されたものであ

る。つまり rアメリカニズムJは，一種の神国意

識に基づく憲法愛国主義ということができる。

一般に，ナショナリズムは r自生的なものと想

定されている生活様式によって自己の共同体を他者

から分かつ，特殊主義のー形式」であり，その「特

殊主義は普遍主義をこそ基底に据えているJととら

えられている功。こうした《特殊主義)) ((普遍主

義》を道具的に用いて「アメリカニズムJの構造を

説明すると rアメリカニズムJは神から与えられ

た「聖地j であるという《特殊主義》が，民主主義

や人権の普遍的な「偉大な理念」という《普遍主

義》と結びついて成立したものであり， ((特殊主

義》は《普遍主義》によって正当化され駆動される，

と説明することができる。さらに， ((特殊主義》は

《普遍主義》によって根拠づけられるという形を

とっているが，実はそれはアメリカ国民の愛国の根

拠ではなく，アメリカ国民が民主主義や人権を普遍

的価値として重視しているということを示している

に過ぎない。つまり r理念Jとそれを掲げる国と

を重ね合わせ r理念Jへの支持を国への忠誠へと

ずらしていくという憲法愛国主義の論法を確認する

ことができる。

では，なぜ人の心にそうした感情が生まれるので

あろうか。管見の限りであるが r愛国心J形成の

理由について，直裁に論じたものは見当たらない。

しかし， A.D.スミスは rナショナル・アイデン

ティティの基本的な機能Jないし「ナショナリズム

が持続性，多様性，弾力性をもっている基本的な理

由」について，次の①~③を指摘している問。

①子孫を通じて忘却をのりこえること。

② 黄金時代への訴えかけをつうじて集団的尊厳

を回復すること。

③ 共同体の，いま生きている者と死者や戦没者

とを結びつける，象徴・儀式・式典をつうじて

同胞愛を実現すること。

スミスは，①について「個人的な忘却という問題

に対して，満足のいく回答を与えてくれること」

が，ナショナル・アイデンティティの最大の機能で

あるとし rこの世では『ネイション』にアイデン

ティティを抱くことが，死という結末をのりこえ，

個人の不死への手段を確保するのに最も確実な方法

なのであるJと説明している。忘れ去られることの

不安や死への恐怖が，共同体やネイションへの帰属

意識を強めるのであり，それから逃れたいがために

「愛国心Jが生まれる，そして r愛国心Jによっ

て忘却の不安や死への恐怖を克服することができ

る，というわけである。

また，②については「ネイションにアイデンティ

ティを抱くということは，…ネイションの再生に

よって，個人の回復と尊厳が与えられるということ

であるJといっている。栄光の過去と結びついたネ

イションの再生や尊厳によって，個人も自らの回復

や尊厳を得ることができる。ここに，ナショナル・

ヒストリーが大きな役割を果たすことになる。ナ

ショナル・ヒストリーが真実かどうかは問題ではな

く，ネイションの復活と尊厳にいかに意味を与え，

人々の琴線の奥深くまで触れることができるかが重

要となる。そうして創出されたナショナル・ヒスト

リーに入り直すことによって，個人は自らのアイデ

ンティティを見出し，尊厳や回復を得るのである。

さらに，③については，スミスは， rパレード，

追悼式典，記念式典，戦没者記念碑，宣誓，貨幣，

旗，英雄への称賛，歴史的出来事の記録などによっ

て，アイデンティティと統一性の再確認をとおし，

同胞たる市民に，文化的紐帯と政治的類縁性を思い

出させるJことで，ネイションに対する愛の理想は

実現する，と説明している。儀式や象徴は，個人の

ナショナル・アイデンティティの感覚に大きな影響

を及ぼすものであり r愛国心Jは，そうした儀式

や象徴によって，人々の聞に同胞としての紳を再生

させるのである。

スミスのこれらの指摘は r愛国心」の機能とそ

れが喚起される理由に，貴重な示唆を与えている。

①~③を手がかりに r愛国心j の機能及びそれが

喚起される理由を，次の a""'cのように言い換える

ことができる。

a 忘却の不安や死への恐怖を克服する。

b 個人の尊厳や回復を得る。

C 同胞としての粋を形成する。

なぜ「愛国心Jは人の心に生まれるのかー「愛国

心」にはこのような機能があるからである。これら

a""'cから r愛国心Jにはいわば「癒しJの機能

があることがわかる。ある種の不安と空虚を抱き，

「癒し」を求めて r愛国心Jは生まれるのであ

る。それは個人の自然的な感情であるが，儀式や象

徴によって同胞愛が喚起され，集団的なものとな

る。
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V 小単元「アメリカの『愛国心~ J授業試案

1.小単元の構成 (3時間) (小単元の各パートは，小単元の目標・学習内容の(1)-(3)に対応している。)

パート(1):国際社会におけるアメリカの役割とアメリカ外交の基本原則

パート (2): r理念Jを掲げる「移民の国」アメリカ

パート (3):アメリカの「愛国心J

2.小単元の目標

(1) 地域紛争に対する国際社会の対応から，国際秩序を維持するシステムを読み取り，国際社会におけるアメリカの役割とアメリカ

外交の原則を解明する。

(2) r移民の国」アメリカの国家統合の原理を， ドイツ，フランス・モデルと比較しながら解明し，その歴史的由来をたどる。

(3) アメリカニズムJの構造を解明し. r愛国心」の構造と機能について考察し，所々に見られる愛国的現象を説明できるように

する。

3.学習内 容

(1)一①現代の国際社会では，民主主義と人権は何ものにも優先する世界の普遍的な価値として認識されるようになっており，公共

性を実現する様々な世界システムの制度や手段によって正当化された人道的介入が，アメリカを中心に行われている。

一② アメリカは，国益(狭義).世界(他国)の利益，人道の3つを外交の基本原則とし，これらが現実主義と理想主義，単独主義

と多国間主義の間で融合され，アメリカの外交政策が決定され実行に移されている。

一③アメリカは民主主義や人権という普遍的な価値を重要視し，それを世界に実現しようとする国であり，国民はそれを支持し

ている。

(2)ー① さまざまな民族や人種によって構成される「移民の国j アメリカは 「言語や文化の共通性Jではなく r翫直的な理念へ

の意思と合意Jによって国民を統合しようとする「理念の国」であり，そのため，民主主義や人権という普遍的な価値が重視

される。

一② アメリカは理想社会を建設すべく神から与えられた「聖地Jであり，その建設がアメリカ人の使命であるというイメージに，

独立革命の原理として登場した民主主義や人権という普遍的な価値が意味づけされ，アメリカの国家創世神話ができあがった。

一③ 聞かれた「理念の国Jアメリカにも，人種主義や排外主義による選別の排除構造が内在していたが，移民は国土の膨張に

よって再生産された「聖地jでアメリカ化され，フロンティアが消滅すると新しい「アメリカの理想Jが打ち出された。

(3)一①アメリカニズムは，一種の神国意識に基づく憲法愛国心であり，自国を特殊なものとして誇る特殊主義は合衆国憲法の普遍

主義によって根拠づけられ駆動される。

一② アメリカニズムは，普遍的価値とそれを掲げる国とを重ね合わせ，普遍的価値への支持を国への忠誠へとずらして成立して

いる。

一③ 「愛国心Jには「癒し」の機能があり癒し」を求めて生まれる「愛国心jは自然的な個人の感情であるが r愛国心J

は儀式や象徴によって人為的に喚起され集団的意識となる。

4.小単元の展開 (3時間)

【1時間目】 『国際社会におけるアメリカの役割とアメリカ外交の基本原則J

発 問 教授・学習過程 資料 生徒から引き出したい知識

導 O ソ連崩樹~.世界に平和は到来しただろうか. T:発問する.
入 -ソ連崩壊後に起こった地域紛争をあげてみよう. T:発問する.

P:答える. O ボスニア，コソポ，ルアンダ，ソマリア，・・・
-平和が到来したと言えるだろうか. T:発問する.

P:答える。 O アメリカーソ連の大きな対立は終わったが，
各地で地域紛争が起こっており，平和が到来し
たとはいえない.

O ソ連崩壊後の世界秩序は，どのような方法で絵 T:発問する.
持されているのだろうか. P:答える. O アメリカが介入して解決がはかられている.

.なぜ，アメリカは介入するのだろうか。 T:学習課題を提示する。
P:考える. O 唯一の超大国として，世界の警察部隊の役割

を果 たそうとしているのではないか。
O それぞれの地域紛争を調べてみないとわから
ない。

O 旧ユーゴスラビアに起こった紛争を事例に見て T:説明する。
いこう. T:学習手順を確認する.

P:確認する。

展 O 旧ユーゴスラビアは，どういう国だったか。 T:資料を提示し，説明す ① o 3宗教 5民族を抱える 6共和国・ 2自治州
開 る。 ② の連邦国家で，チトーを中心に各共和国の均衡
1 P:確認する。 がはかられ，連邦は維持されていた.

-なぜ，旧ユーゴスラビアは解体したのか。 T:説明する O チトーの死後，求心力を失ったユーゴでは，

-204-



P:確認する.

O 共和国の分離独立はうまくいっただろうか。 T:資料を提示し，発問す|①
る。|②

P:答える。

T:説明する.

展 1
0 ねニ ア 紛争 はど…対一こり lE-関 どのように展開したか. 明する.

2 I I P:確認する

T:説明する.

O アメ
いのか IP:考える。

T:説明する.

O 内政不干渉の原則に優先する原理とは，何だろ T:考えさせる

うか. P:考える.

O アメリカやNATOは，なぜ介入したのだろう T:発問する.

か. P:答える.

T:資料を提示し，説明 ③ 

する.

- 国益のないアメ叩なぜ介入したのだ叶 T:資料を提示し発問す ④ 

か .る.

P:答える.

べ一日官 の 助 言は何を暗示山る寸 T:発問する・

えるだろうか IP:答える.

それはどういう意味だろうか。 I T:発問する.

P:答える。

T:説明する。

. この助言に対して，ボスニア政府はどうした T:説明する。

か。 P:確認、する.. どんな方法で世論を盛り上げようとしただろう T:資料を提示し，答えさ ⑤ 
か。 せる.

P:答える.
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1980年代経済危機が深刻化していたが，その打

開の展望のない政治家たちが，民族主義を煽り

国民の不満を逸らそうとしたため，各共和国で

民族主義が台頭し，民族主義の政権が成立し

た。ミロシェピッチが登場したことにより，連

邦のセルビア化の危機感と経済的理由から，比

較的豊かな北部の共和国が，民族自決を掲げ連

邦からの分離独立を求め，他の共和国や自治州

も民族主義を高揚させて，これに続いた.

O 民族構成が複雑な共和国ほど，分離強立は難

しいのではないか.
O 分離独立によりセルビア人が少数派になる共

和国や自治州で，セルビア人と他の民族の争い

が起こり，紛争は深刻化したo (ボスニア，コソ

ポ)

I r一一ポスニア・ヘルツェゴピナ

II|…||平甲
クロアチア共和国一七レピア共和国

O 分離独立を求めるムスリム人・クロアチア人

に対し，セルビア人が反対して衝突が起き，セ

ルピア色を強めた連邦軍がセルビア人保護の立

場から介入した.

10 他の共和国からの支援のないムスリム人のボ

スニア政府は街地に陥ったが，アメリカが本格

的介入し. NATOの軍事力発動によって挽回

し，その下で和平合意が成立した.

O …. 
O 内政不干渉の原則に優先する原理があったの

ではないか.

O … 

O 何か国益にかかわっていたからではないか.

O ソ連崩壊後，ユーゴにはアメリカの国益はな

かったが，ヨーロッパ諸国には同じヨーロッパ

内の問題として利害があった.

10 ボスニアのシライジツチ外相の協力要請は成

功しなかったが，米国国務長官ベーカーはメ

ディアを使い世論を味方につけることを助言し

た.

O 世論の支持があれば，ボスニアを支持した介

入もあり得るということを示唆している.

O 世論の支持が形成できれば，唯一の超大国と

して世界(他国)の利益のために行動するという

ことではないだろうか.

O 世界(他国)の利益ということもアメリカの外

交原則の一つである.

o PR企業と契約し，ボスニア支持の世論を盛

り上げる工作を始めた.

10 セルビアの行為をホロコーストやナチを連想
させる「民族浄化J 「強制収容所Jなどの

キャッチ・コピーで伝え，セルビア=悪玉の世

論を盛り上げた.



T:資料を提示し，説明 I@IO r敵の指導者は悪魔のような人間だJ r敵は

する。 1 1 残虐行為を行っているJ r我々は正義のために

なぜ，こうしたプロパガンダが成功した のだ 1T:発問する。

ろうか IP:答える.

O 内政不干渉の原則に優先する原理とは，何だろ 1T:発問する.

うか。 1P:答える.

O 人権の名のもとであれば，何でも他国に干渉し

てよいのだろうか.何だろうか.

アメリカは介入にあたって，どんな手続きを

取ったか.
介入の公共性は，どのように実現されているだ

ろうか.

T:考えさせる。

P:考える。
T:説明する。

P:確認する。

T:発問する.

P:答える.

展 10コソポ紛争は，どのような対立から起こり，ど 1T:モデル図を提示し，説

開| のように展開したか 明する.

3 I I P:確認する.

T:説明する.

O アメリカは，どのようにコソボ紛争に介入した 1T:説明する.

か 1P:確認する.

このことから，アメリカはどういう規準で介入 1T:発問する.

したといえるか IP:答える.

アメリカのコソボ介入は，ポスニアと同様に. 1 T:説明する.

国連安全保障理事会の決議を経ていたのか IP:確認する.

それはどんな方法か IT:説明する。
P:確認する.

O アメリカのコソボ介入について，どんなことが 1T:発問する。

いえるか 1P:答える。

終 10ソ連崩壊後の世界秩序は，どのような方法・考 1T:発問する.

結| え方で維持されているのだろうか 1P:答える。

O 人道的介入の中心となっているアメリカ外交原 1T:発問する。

則について，どのようなことがいえるだろうか。 1P:答える.

T:説明する。
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戦うJという常套的な戦争プロパガンダを，ボ

スニア紛争でも確認することができる

O アメリカは民主主義や人権という普遍的な価

値を大切にする国であり，人々はそれらの侵害
ということに敏感で，そうした世論が政府を動

かした.

O 民主主義や人権が世界の普遍的な価値とし

て，優先されている。

O 国連安全保障理事会の決議を受けながら，単

独ではなく NATOという多国籍軍の形で介入

した.
O 国連安全保障理事会の決議に基づく行為とい

うことで正当化され，公共性は実現されてい

る.

セルビア共和国

コソポ自治州

出ア人向It)~t:7 A 11mヒア人|

O セルビア人の父祖の地であるコソボ自治州の

政治は，多数派であるアルパニア人が渥ってい

たが，自治州としての地位を剥奪され，セルピ

ア民族主義が高揚する中で危機感を深めたアル

パニア人は，セルピア共和国政府と対立し，共

和国からの独立を宣言した.

O 武力闘争を唱えるコソボ解放軍の活動が活発

化すると，紛争は一層深刻化したが，セルピア

の軍事行動を制止するため. NATO軍の空爆

が行われ，和平に至った.

O 停戦の仲介に入り一旦合意が成立したが，戦

闘が再燃し，セルピアによる「民族浄化Jが起

こると. NATO軍によるセルビア空爆を行っ

た.

O コソポでも，普遍的な価値を規準とし，セル

ビアのアルパニア人に対する民族浄化に対して

人道的介 入を行った.
O 国連安全保障理事会の決議は得ていないが，

それに代わる方法で，介入の正当化と公共性の

実現をはかろうとした.

o NATOの全会一致での決定，セルピア大統

領ミロシェピッチが旧ユーゴスラピア国際刑事

裁判所に告発されたこと. G8がミロシエピッ

チとの交渉にあたったこと，紛争終結後の平和

達成活動は国連が関与していること.

O ボスニアと同様の介入理由，介入の正当化と

公共性の実現の方法がうかがえる。

O 人権侵害は許容しないという認識が普遍化し

つつあり，公共性を実現する様々な制度や手段

によって正当化された人道的介入が，アメリカ

を中心に行われている.

O 国益，世界(他国)の利益，人道的利益を外交

原則としている.
O 三原則は，現実主義と理想主義，単独主義と

多国間主義の閉で融合されて，政策が決定され

実行されていく。



O そのような外交原則に基づき人道的介入を行う IT:発問する.

アメリカについて，どんなことがわかるか。 IP:答える.

T:説明する.

O 今まで学習したソ連崩壊後の世界秩序の維持の IT:追究する学習課題を提
方法や考え方，アメリカ外交の基本原則を，イラ| 示する.

ク戦争にあてはめて調べてみよう IP:学習課題を確認し，
調べる。

【2時間目】 r r理念』を掲げる『移民の国』アメリカJ

導 . なぜ，アメリカは，民主主義や人権を普遍的 T:新しい学習課題を提示

入 な価値として重視し，それを世界に実現しよう する.
とするのだろうか. P:考える.

T:説明する.

O アメリカとは，どんな固なのだろうか. T:具体的な学習課題と手

その性格はどのように形成されたのだろうか. 順を確認させる.
P:確認する.

展 O アメリカはどんな国だろうか. T:発問する.
開 P:答える.
1 T:資料を提示し，考えさ

せる.
P:答える.

. そのような様々な人種・民族の移民の人々 T:発問し，考えさせる. 
を，どうして一つの国民としてまとめることが P:考える.
できたのだろうか.

O 国民を一つにまとめるやり方には，どのよう T:説明する.
なものがあるのだろうか. P:確認する.

. それぞれのモデルでは，どういう特徴がある T:説明する.
だろうか.

O 複雑な人種・民族構成のアメリカの国民統合 T:発問する.
のし方は，どちらのモデルといえるだろうか. P:答える.

. それは本当だろうか. T:資料を提示し，確認さ

せる.
P:答える。

T:確認する.

O アメリカで，民主主義や人権という普遍的な T:発問する.
価値が，国民的理念として現れるのはいつ頃だ P:答える.
ろうか.

T:説明する。

独立以前，アメリカに移民して来た人々は，
T:資料を提示し，発問す. 
る.

アメリカをどのようにとらえていただろうか@
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① 

② 

③ 

O アメリカは民主主義や人権という普遍的な価

値を重要視し，それを世界に実現しようとする

国である.
O そして，アメリカ国民はそれを支持してい

る.

O どのような価値を重視するかということは，

その国の性格にかかわることであり，アメリカ

という国の性格とその由来を辿ってみなければ

わからない.

O(いろいろな答え)

O 多様な人種・民族からなる『移民の国Jであ

る.

O . . . 

O 言語や文化などの何らかの「共通性』に基づ

くドイツのようなやり方と，普遍的な価値への
「意思・合意j に基づくフランスのようなやり

方がある.
O ドイツ・モデルでは，入り口の選別は厳しい
反面，成員に対する同化政策は必要ない.フラ

ンス・モデルでは，入り口での選別は緩やかで
あるが，成員には公共空間での一体化・文化の
平準化が求められる.

O アメリカは「共通性Jによる統合はできない
から，フランス・モデルではないだろうか.

O アメリカ国民は， 「アメリカとは自由を敬愛
する理念であるJと自覚している.

O アメリカは，複雑な人種・民族からなる移民
の国であるが故に，聞かれた普遍的な価値への

「意思や合意j によってその統合をはかろうと

する「理念国家Jであった.普遍的な価値を重
視するのはそのためである.

O 独立宣言によってイギリスからの惣立革命を
正当化する原理として打ち出された.

O 独立戦争は，民族強立ではなく同じヱスニシ
ティに属するイギリスからの自立を求める戦い

であった.それ故，イギリスからの独立を正当
化する原理を普遍的な価値に求めた.



P:答える.

T:説明する.
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O 入り口での選別は，どうだつただろうか. T:発問する.

P:答える.

なぜ，先住民や黒人奴隷は「アメリカ人』から IT:説明する.

選別されたのだろうか.

新来の移民の場合は，どうだろうか. T:考えさせる
P:考える.

T:説明する.
P:確認する.

アメリカは西へ西へと国土を広げるが，新来 IT:資料を提示し，発問す!④

の移民を排除してこの西部開拓を進めることが| る.
できるだろうか IP:答える.

T:説明する.

P:確認する.

アメリカの入り口での選別について，どうい IT:発問する.
うことがいえるだろうか IP:答える.

O 移民に対するアメリカ化は，どうだろうか.

どのように行われたのだろうか.

T:発問する.

P:答える.

T:資料を提示し，説明す|④
る.

P:確認する.

T:説明する.

国土の拡大が終わり，フロンティアが消滅し IT:発問する.
たら，どうなるのだろうか IP:答える.

そのようなアメリカ化の行き詰まりとアメリ IT:考えさせる.

カの危機に対して，どう対応しただろうか IP:考える.
T:資料を提示し，説明す|⑤

る.

P:確認する.

ウィルソンの「アメリカの理想Jは何を意味 IT:説明する.
しているか。 IP:確認する.

新来の移民の受け入れは. 20世紀にはどう IT:説明する。

なったのだろうか。 IP:確認する。
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O アメリカは，理想、の社会「正の上の町j を建

設するべく神から与えられた「聖地Jであり，
その夢を実現することが，神が自分たちに与え

た使命であると考えた.

O 今でも，ジョン・ウィンスロップの言葉は歴

史の授業や日曜学校で聞かされる言葉であり，

レーガン元大統領はこの言葉で，アメリカの理
想を呼び起こした.

O 入り口での緩やかな選別，成員に対する厳し

い同化政策.

O 先住民や黒人奴隷の存在を考えると，入り口

での選別は確実にあったといえる.
O 先住民は土地の獲得，黒人奴隷は労働力の確

保のためアメリカ人Jから排除された.

O 新来の移民は理念」の担い手として期待
される反面非アメリカ的」世界からの侵入

者として警戒され理念の国Jアメリカを守
るためには排外主義は不可避であった.

O 西部開拓を担う労働力を確保できない.

O その時々のアメリカの社会経済的状況，移民
の数や出身国などによって，拝外主義は働いた

り働かなかったりしたが，それが国民的意識と

なることはなかった.

o 理念Jを掲げる関かれた『移民の国』では
あったが，入り口では人種主義による排除が行

われ，排外主義の排除構造も内在していたが，
それが国民的な意識となることはなく，移民が

受け入れられた.

O 移民のアメリカ化が絶えず行われなければ，
『移民の国Jは維持できない.

O 西へ西への国土の膨張によって理念」に
より意味づけされた「聖地Jとしての「丘の上
の町」が再生産され，新来の移民はそこでアメ

リカ化した.
o 理念」を掲げる「移民の国」アメリカは，

自由の土地の存在によって支えられていたとい

える.

O アメリカ化は行き詰まり理念」を掲げる
「移民の国jアメリカは危機をむかえる.

o 20世紀初頭， r自治と自由の伝導者としての使

命感Jrアメリカの価値意識に基づく他国の内地
に対する判断と干渉Jrアメリカ政治に対する自

己批判Jとう新しい「アメリカの理想Jが，ウィ

ルソンによって打ち出された。

O 世界におけるアメリカの役割を定義し，アメ

リカ的価値観の再構成とアメリカ化の推進を提

起したものである.
O アメリカが世界に普遍的な価値の実現しよう

とするのは，ウィルソンの「アメリカの理想J

によるものである.
o 19世紀末からの空前の規模の移民に対し，
1920年代，人種・民族差別的な移民制限法が成

立し，原国籍割り当て制度による移民制限が，
1965年に形式的平等主義と優先順位制度が打ち

出されるまで続いた。



. 20世紀のアメリカ化は，どのように進められ T:説明する. O 移民が制限される一方，アメリカ化を目的と

たか. P:確認する. する様々な社会運動が展開された.

O アメリカは、フランス・モデルのような特徴 T:発問する.

を持っていたか. P:答える. O フランス・モデルの特徴とは，必ずしも同じ

とはいえない.

T:説明する. O アメリカの移民政策は， 『労働力需要J r人
種的民族的な差別感情J r民主主義と人権の理

想J の3つを勘案しながら排除と同化が進めら

れ， 「民主主義と人権の理想Jヘ向かつて来

た.

終 O なぜ，アメリカは，民主主義や人権を普遍的 T:説明する. O 民主主義や人権の重視は「移民の国j アメリ

結 な価値として重視するのだろうか. P:確認する. カの国家創世神話に由来するものであり，それ

によって『移民の国Jアメリカは「理念の国』

として統合することができた.

O なぜ，アメリカは，民主主義や人権を世界に T:説明する. O プロンティアこそが「聖地jであり，移民はそ

実現しようとするのだろうか. P:確認する. こにおいてアメリカ化したが，フロンティアが

消滅すると，新しい『アメリカの理想Jが打ち

出され，国際主義・介入主義の対外政策を採る

ようになった.

【3時間目】 『アメリカの『愛国心nJ 

導 . これまで学習して来たことを確認してみよ T:確認させる. 

入 つ. P:確認する. O アメリカは，民主主義や人権を普遍的な価値

として重視し，それを世界に実現しようとする

国である.

T:説明する. O そのことは，当然，アメリカ国民がそれを支

持しているということを意味している.
. アメリカ国民のアメリカという固に対する支 T:発問する. 

持は，国民のどのような心情の現れということ P:答える. O アメリカ国民の「愛国心Jの現れということ

ができるだろうか. ができる.

T:説明する. o 1797年.T.ジェファーソンが使用して以来，

それを意味するものとして， 「アメリカニズ

ムJという言葉が使われている.• 「アメリカニズムJには，どんな特徴がある T:学習課題を提示し，確

のだろうか. 認させる.

P:確認する.

展 O 次の資料を通して， 「アメリカニズムJにつ T:資料を提示し，学習手 ① 
関 いて，考えて行こう。 順を確認させる.

1 P:確認する.
. 国家に対する忠誠は，どのように表現されて T:発問する. 

いるか. P:答える. O 「神の導きのもとJ rすべての人々の自由と

正義を称える共和国とアメリカ合衆国旗に対し

てJと表現されている.

O 『神の導き」という言葉は，何を意味してい T:考えさせる.
るのだろうか. P:考える.. アメリカ国民は，自国をどのように考えてい T:資料を提示し，発問す ② 
るのだろうか。 る.

P:答える. O アメリカ国民は， 「アメリカJという言葉に

何か崇高な意味を込めて使っている.

T:説明する. O アメリカ国民には「アメリカは特別な国j で

ある，という意識がある.

なぜ，特別の場所と考えるのだろうか. T:発問する.

アメリカ建国にさかのぼって考えてみよう. P:答える. O アメリカは，理想の社会「丘の上の町Jを建

設すべく神から与えられた「聖地Jであると考

えていた.

T:説明する. O アメリカ国民は，アメリカは神から与えられ

た「聖地」である，という意味で，自国は特別

な国であると考えた.
「神の導きJという言葉は，何を意味してい T:発問する.

るのだろうか。 P:答える. O アメリカは神から与えられた特別な「型地J
であるということを意味しており，アメリカニ

ズムには一種の神国意識があることが分かる.
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これらのことからアメリカニズムj につ IT説明する。
いて，どういうことがいえるだろうか 1P:確認する。

展 10 r自国は特別なんだ」という理由だけで，他 1T:発問する.

関| 国へ介入できるだろうか 1P:答える。

2 

その他に，何が必要なのだろうか. T:発問する.

P:答える.

「すべての人々の自由と正義を称える共和 1T:発問する。

国Jとは，どういうことなのだろうか 1P:答える.

T:説明する.

『特別であるJことと普遍的な価値は，どの 1T:発問する.

ような関係にあるか 1P:答える.

T:説明する.

T:考えさせる.

開 ろうか. P:考える.

3 ・ 高揚するアメリカニズムの熱情によって普遍 T:資料を提示し，発問す|③

主義はどうなったか. る.

P:答える.

反テロ愛国法とはどんな法律か.

P:確認する。

. 反テロ愛国法は，民主主義や人権に抵触しな T:発問する. 

いだろうか. P:答える。

T:説明する.

. なぜ，そのようなことになってしまったのだ T:考えさせる. 

ろうか. P:考える.
. アメリカ国民が重視し愛しているものは，国 T:発問する. 

なのか，それとも民主主義や人権なのか. P:答える.
T:説明する.

O 以上のことをまとめると， 「アメリカニズ T:まとめさせる.

ムJについて，どういうことがいえるだろう P:まとめる.

か。

展 10なぜ愛国 心Jは生まれるのだろうか。

関 |

4 1・ 記念碑はどういう役割を果たしているだろう

か。

T:説明する.

T:考えさせる.

P:考える。
T:資料を提示し，発問す|④
る。

P:答える.

T:説明する。
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O 一種の神国意識に基づく，自国を他国から区

別しようとする特殊主義ということができる。

o 特別だからJという理由だけでは，倣慢で

あるという批判を受けることになり，支持を得

ることはできない.

o 特別であるJことを根拠づけるものが必要

である。

O アメリカは，民主主義や人権を重視する国で

あるということであり，独立宣言と合衆国憲法

によって規定されている.

O アメリカは普遍的な価値の擁護者であるとい

うことを意味しており，アメリカニズムは憲法

愛国心であるといえる.

O 普遍的価値は「特別であるJことの理由を説

明するものである.

O アメリカニズムの特殊主義は，普遍に訴えか
けて正当化がはかられているといえる.

O アメリカニズムの高揚は，反テロ愛国法を生

み出した.

O 司法長官の判断で圏内のあらゆる団体をテロ

組織として認定したり，米国籍を持たない不審

な外国人無期限拘留ができ，当局の秘密の取り

調べや調査権限の拡大.FBIによる監視活動の権

限拡大.

O 民主主義や人権に抵触する法律であり，反対

している人々もいる.

O 市民的自由を侵害する恐れがある法律であ

り，高揚したアメリカニズムは，その根拠たる

普遍主義を否定することになってしまった.

O 民主主義や人権のはずである.

O アメリカニズムは，普遍的な価値とそれを掲
げる国とを重ね合わせ，普遍的な価値への支持

を国への忠誠へとずらししたものである.

o アメリカニズムJには特殊主義の様相を確

認することができるが，それは普遍主義によっ

て根拠づけられ，駆動される.

o アメリカニズムJは，普遍主義によって根

拠づけられて駆動し，特殊主義として現象して

いるということができるが，それは普遍的な価

値への支持を国への忠誠へとすりかえるもので

ある.

O テロに対して勇気ある行動をした人々を記憶

し，その愛国心を伝える役割を果たしている.

O 慰霊碑は，アメリカ国民を同胞として結びつ

け，勇気ある人々の模範から自己犠牲の精神を

引き出し，同様の行為を鼓舞する.



アメリカニズムの形成において，同じような T:発問する.

働きをしているものはないだろうか。 P:答える。 O 星条旗への忠誠の誓い.

T:説明する. O 様々な儀式や象徴がそうした働きをしてい

る.
. これらのことから，どういうことがいえるだ T:説明する。 O 愛国心は，儀式や象徴によって人為的に喚起

ろうか. P:確認する. され集団的な同胞意識となる.

O 愛国心は人為的に形成されるだけなのだろう T:考えさせる.

か. P:考える.

ある学者は，どのようにいっているか. T:資料を提起し，発問す ⑤ 
る.

P:答える. O 死への不安や忘却を克服し，個人の尊厳を回

復することができるといっている.

T:説明する. O 愛国心には，何らかの不安感や空疎感に対し l

て，癒しを求める人の自然的な感情という面も

初めて移民としてアメリカに渡った人々は，
T:発問する. ある.

どういう気持ちだっただろうか. P:答える. O 不安感や空疎感と戦いながら理想の社会『丘

の上町Jの建設を目指したことは，十分想像で

きる.

終 O アメリカニズムの構造について，まとめてみ T:まとめさせる. O 「アメリカニズムJは，普遍主義によって根

結 ょう. P:まとめる. 拠づけられて駆動し，特殊主義として現象して

いるということができるが，それは普遍的な価

値への支持を国への忠誠へとすりかえたもので

ある.

O 愛国心はどのように形成されるのだろうか. T:まとめさせる.

P:まとめる. O 愛国心は癒しを求める自然的な感情として芽

生えるが，儀式や象徴によって人為的に集団的

意識として喚起される.
. 愛国心が癒しを求める感情ということについ T:考えさせる. 
て，どういう実感をもつか. P:考える.

ーーーー ーーーーーーーーーーーーー喧喧司圃圃ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーー ーーーー ーーーーーーーー喧ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー喧ーーーーーーー

O 普遍主義と特殊主義という枠組みを使いほか T:学習課題を指示する.

の国の愛国心を説明して見ょう.

5.教授資料とその出典

【1時間目】

①《地図「モザイクの国ユーゴJ))…『世界民族問題事典』平凡社. 1995年.p.1l71より

②《表「ユーゴ諸国の現況J))…柴宜弘『ユーゴスラヴィア現代史』岩波新書. 1996年. xu-xmより

③《アメリカの国益とユーこわ)…高木徹『ドキュメント戦争広告代理庖ー情報操作とボスニア紛争ー』講談社.2002年.p.91より

④《ベーカー国務長官の助言》…前掲③.p.23より ⑤ ((r民族浄化Jr強制収容所Jのキャッチ・フレーズ》…前掲③.p.95. p.170 

@ ((戦争プロパガンダの常套勾》…アンヌ・モレリ著，永田千奈訳『戦争プロパガンダ10の法則』草思社.2002年，目次より

【2時間目】

①(( r移民の国」アメリカ》…松尾~之『民族から読み解く「アメリカJ J講談社.2000年.p.48より

②(( rアメリカとは理念であるJ))…円道まさみ『アメリカってどんな国?J新日本出版社.2003年.p.1より

③《ジョン・ウィスロップの「丘の上の町J))…植田信『アメリカ大統領選挙と日本(中)J U月曜評論J2000年11月号)等より筆者作成

④《アメリカの領土膨張》…野村達朗『世界史リプレット32大陸国家アメリカの展開』山川出版. 1996年.p.6より

⑤《ウィルソンの『アメリカの理想J))…古矢旬『アメリカニズムー「普遍国家Jのナショナリズムー』東京大学出版会. 2003年，

pp.23-25より筆者作成

【3時間目】

①《星条旗への忠誠の誓い》…円道まさみ『アメリカってどんな国?J新日本出版社.2∞3年.p.128-30より

②(( r“The US"と“アメリカ..J ))…前掲①.p.13 

③《反テロ愛国法の成立》…朝日新聞 (2001年10月28日朝刊)より

④ ((9.11の慰霊碑》…三浦俊章『プッシュのアメリカ』岩波新書.2003年.p.45-47より

⑤《愛国心の機能》… A.D.スミス著，高柳先男訳『ナショナリズムの生命力』品文社. 1998年.pp.271-75より筆者作成
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W おわりに

筆者は，従前より，現代史学習について r現在の

認識J r過去の解明J r未来の展望Jという三つの学

習段階により，問題史的に授業を構成するのか望まし

いと考えてきた。 r世界史BJの終結部は，現代史の

単元であり，その主題学習は99年版では r""'を考察・

展望させるJ r認識を深めさせるJとされているが，

それはこうした三つの学習段階により授業を構成する

ことで実現できると考える。本稿で提示した授業試案

も，こうした立場から開発したものである。

[註]

1)拙稿「高等学校『世界史』の『主題を設定し追究する』学習

(1)・ (2)J (Ii'中等教育研究紀要』第44巻，広島大学附属福山

中・高等学校， 2004年)

2)現代史の特性と現代史学習の意義については，拙稿「現代史学

習の授業構成一小単元『国民国家の形成とその行方』の場合一J

(全国社会科教育学会『社会科研究』第50号， 1999年)を参考に

されたい。

3) ((社会や世界の分断化》については，専門領域や問題関心，言

い回しの違いはあるカt美尚中，佐藤俊樹，苅谷剛，青木紀，山

田昌弘などの論者が指摘している.

4)拙稿 rIi'多元主義』歴史授業の可能性一地域から歴史を考える

-J (全国社会科教育学会， 開会科研究』第58号， 2003年)で

は，このことを指摘して，多元主義と原理主義のパラダイムを提

起し，多元主義の立場に立つ歴史授業を構想した。

5)アーネスト・ゲルナー著，加藤節監訳『民族とナショナリズム』

岩波書底 2000年， p.230 

6)小単元の各パートの教材構成の視長や学習内容の設定に際して

は，次の文献を参考にした.

①田中明彦「国家主権と国際正義J (Ii'アステイオン.1152号，
1999年)

②田中明彦『ワード・ポリティクスーグローパリゼーションの中

の日本外交一』筑摩書房， 2000年
③ジョセフ・s.ナイ著，山岡洋一訳『アメリカへの警告ー21世紀

国際政治のパワー・ゲームー』日本経済新聞社， 2002年

④斎藤真ほか監修『アメリカを知る事典』平凡社， 1986年

⑤大下尚一・有賀貞『新版概説アメリカ史』有斐閣選書，

1990年

⑥ R.N.ベラーら著，島薗進ほか訳『心の習慣ーアメリカ個人主義

のゆくえー』みすす官房.， 1991年。

⑦柏岡富英 r~移民国家』の理想と現実J (梶田孝道『国際政治

学』名古屋大学出版会， 1992年)

③野村達朗『世界史リブレット32大陸国家アメリカの展開』山

川出版， 1996年

⑨玉本偉「アメリカにおけるナショナリズムの現在J Ii'思想』尚

863， 1996年5月

⑩松本悠子「アメリカ人であること・アメリカ人にすることJ

r思想.nNo.884， 1998年

⑪谷川稔『世界史リプレット35国民国家とナショナリズム』山

川出肱 1999年

⑫古矢旬『アメリカニズムー普遍国家のナショナリズムー』東京

大学出版会， 2002年

⑬大津真幸「ナショナリズムJ (梅樟忠夫監修，松本正毅代表編

集『世界民族問題事典』平凡社，1995年)pp.818-27 

⑪ B.アンダーソン著，白石さや・白石隆訳『想像の共同体JNTT 

出版株式会也 1997年

⑮アンソニー・D.スミス著，高柳先男訳『ナショナリズムの生命

力』晶文社， 1998年。

⑮マーサ・c.ヌスパウム他著，辰巳伸知・能川i元一訳『国を愛す

るということー愛国主義の限界をぐる論争一』人文書院， 2000年

⑫ E.1.ホプズボーム著，浜林正夫訳『ナショナリズムの歴史と

現白大月書底 2001年

⑬美尚中『ナショナリズム』岩波書庖， 2001年

⑬小熊英二・上野陽子 r(癒し)のナショナリズム』慶慮義塾出

版会， 2003年

⑮川上勉「ナショナル・アイデンティティの2つの側面J(中谷

猛ほか編『ナショナル・アイデンティティ論の現在』晃洋書房，

2003年)

7)前掲6)の①・②

8)前掲6)の③" p.278 
9)前掲6)の⑪" pp.48-53 

1ω 前掲6)の⑮

11)前掲6)の⑧1，pp.69-70 

12)前掲6)の⑫" pp.23-25 

13)大津真幸「ナショナリズムJ，梅樟忠夫監修，松本正毅代表編

集『世界民族問題事典』平凡也 1995年， pp.818-27 
14)前掲6)の⑤ pp.27ト75

(本需で提示した授業試案は，全国社会科教育学会の2003年度研究

大会の自由研究における，筆者の発表「現代史学習の教材開発一愛

国心の教材化一Jを加筆・修正したものである。)
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